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雜

錄

七
六
，ニ

I
,

レ
、
0
ひ
ズ
多
く
の
®
颇
の
產
業
に
於
け
る
利
潤
を
減 

一
、
退

せ

じ

め

果

と

じ

て

金

數

界

の

前

逮

ば

#
ず
る 

不
受
の
"
^
を
醜
生
ザ
し
ひ
る
に.至
る
’ダ
，か
な
-CN

と
す
。

.

W

し
て
.此
不
安
の
忿
極
新
勃
興
を
阻
业
し
、
從
ゥ
で

r

 

般
に
！̂
業
界
のS
氣
を
，阻
喪
せ
し
む
る
？
の
は
他.

U

存 

せ

ざ

ふ

な

*
^
。

 

;

普
通
恐
慌
前
に
於
け
る
產
業
隆
盛
の
時
代

U

ほ
上
戈 

に
列
擧
せ
る
實
業
よ
め
、
^

そ
.破
壊
す
る
影
響
を
有
す
，
 

る
總
て
の
事
情
は
殆
ん
と
悉
ぺ
實
在'せ
も
。
.之
が
爲
；

e

 

に
.
、.
•恐
K

を
練
敷
す
る
原
因
は
頗
る
複
雜f
cし
て
、
桃 

.

つ
て
甲
の
瑜
者
はA
を
以
\

^

®慌
の
原
因
な
、6
と
し
、i 

乙
の
論
者
：

を
以
て
其
原
因
な

6

と

主

張

す

る

に

'
至 

れ
る
な
'タ
。
尤
ぢ
、此
等W

々
，
の

原

因

の

輕

重

は

想

爐

に 

依
-
^
て
異
れ
6

?

例

4

ぱ >:.

和
蘭
に
於
け
る
千
六
百
三 

\ 

.
十
六
の
恐
慌
は
主
と
レ
や
徵
金
香
め
投
機
寶
賈
の
誘 

敎
せ
る
'ダ
の
，
‘ぷ
6

0

文
蘇
國U

於
け
が
千
あ
百
。

一
年 

の
恐
脈
は
生
産
過
少r—

卽
も
‘ダ
リH

 

\

殖
民
事
業
の

'、之
に
反
し
て
>
.

英
國
に
於
け
る
千
七
百0

七

年

\
^
-
^
百

千

七

年

及

ぴ 

千

七

百

四

十

五

年

の

，恐

P

は
政
治
的
原
因
の
誘
敷
せ
る 

ダ
の
な
ら
。15<

千
；A
l

l
率
に
於
け
る<

ロ
衆
國
の
®
 

K 

は
取
引
所
に
於
け
る
役
機
に.因
づ
け
6

。
然-

c
s
i

雖7̂
、 

他
の
普
通
の
恐
慌
を
誘
敎
せ
る
種
々
な
る
原
因
就
舍 

ズ
其
輕
重
を
論
す.る
は
蓉
易
の
業
に
非
！
^

る
な
6

。

|

&
も
ダ
.

爲
め
に
資
求
ど
浪
費
せ
じ
結
巢
な-

i

1

!■i

I

i ，
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日

本

中

世

經

濟

史

料
"

：
：
'

/

> 

:

.
 

:

- 

' 

秘

本

彦

.，身

那

：
：

,
- 

. 

• 

' 

V 

, 

■ 

■

-
.
 

' 

> 

.

日

本

經

微

史

は

朝

ま

や

化

史

料

ダ

1

通
6

出
版
.
 

'
さ
れ
て
を
-CS

正
倉
院
、
石
清
水
八
幡
、
高
野
山
の
货
書 

な
ど
皆
大
日
本
史
料
の
古
次
满
の
部
に
出
服

r
o

れ
、
.お 

だ
貴
要
な
る
東
寺}m

合
文
廣
の
殘
る
の
み
や
あ
る
。
殊
，
 

に

驚

學

築

田

博

士

は

大

凡

經

濟

史

，に

役

M

立
っ
や
ぅ
に
，
 

之
を
纏
め
て
あ
6

>

新

見

學

士

，の
：最

ぷ

li}

耀

か

拼

究
 

タ
發
ま
せ
ら4

、

古
事
類
苑
の
如
き
多
少
，粗
漏
め
嫌
ぁ 

る
け
れ
と
ダ
此
骑
代
は
比
較
的
詳
細
や
れ
る
か
も
處
料 

の
缺
ゴ
乂
を
慨
く
必
要
は
な

$

 

0

福
旧
博
士
は
日
本
經W
.
 

£

^

M

k

.

\ぁ
-

川
上(

多
助
安
學
士
贼
S

 

詳
密
に
古
人
の
W

梵
を
嫩
綴
し
新
し
き
方li

に̂

っ
ひ
：
 

つ
あ
る
か
.ら

朝

前

後

の

こ
i

は

憂

ラ

る

に

，
足

ら

ぬ 

1
^安
朝
は
赚
倉
時
代
に.聽
理
^
1
^
4せ，一

種

の

#

建

制

め 

萌
？

k

や
あ
6

、
、
こ
れ
が
發
達
で
あ6

、
殊
に
§

の
研

究
は
薬
田
傅
士1g

田
博
士
芝
學
士
な
ど.の
ダ
の
火
略
な 

が
ら
發
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
、
多
少
雲
を
捉
む
如
き
事
ダ 

あ
る
け4

サ
ダ
職
な
が
ら
何
等
か
暗
示
は
與

X

ら
れy

 

わ
る
。
所
き
鎌
倉
糖
代
に
な
れ
ぱ
屋
赚
黑
板
兩
博
士
の 

守
譲
地
頭
の
»

文
ぢ
發
表
せ
ら
れ
て
あ
る
計6

、
こ
れ 

::

と

て

經

鹤

よ

ろ

な

制

度

に

重

.き
を
置
き
す
ぎ
お
倾
料
あ 

る

の

み

や

あ

る

。
，
前

ニ

囘

に

S

V

室
町
蹄
代
の
史
料
の’ 

;
I

P

を
紹
介P

お
け
れ
と
だ
鎌
倉
時
代
に
關
す
る
經
濟 

皮
.の
碗
究
や
ほ
福
田
傅
士
の
坐t

o

數
年
前
國
家 

學

會

雜

誌

や

信

用

に

關

す

る

文

書

に

，よ

6

し
論
文
の
み 

や
嫌
倉
全
般
に
S

つ
て
は
經
濟
史
的
の
方
而
は
徵
々
お 

,
る
？

P

の
や
あ
る
。
吾
妻
鏡
の
如
き
古
來
よ
く
よ
ま
れ
お 

史
料
す
ら
經
濟
史
に
應
用
さ
れ
お
部
分
は
極
め

y

小
部 

分
.や
あ
タ
。
横
弁
博
士
の
商1

を
み
て
此
書

S

引 

用
は
案
外
少
な
い
の
に
释

S
.

お
。
玉
葉
、
山m

記
、
明 

記
：、
臺
記
、
吾
妻
鏡
、
愚
營
錢
な
ど
比
較
的
潘
翰
な
？ 

の >

"
中
よ
'
^例jj；

よ
ウ
て
紹
介
す
る
こi
>

'し
お
。
平 

安
朝
赚
倉
蹄
代
な
る
糖
代
區
別
の
如
き
は
賴
朝
の
f

雑 -
i

錄

七
力111
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.幕

府

の

敦

立

夷

大

將

單

任.
#
と4

政
機U

重
き
，
 

を
お
く
う
.ま
^
x
ま̂
區
分
法
や
> 

京
都
鎌
倉
な
政
機
所 

在
地
な
と
地
理
的
區
域
：の
標
準
な
と
な
重
き
を
か
く
必 

要
ほ
な
い
‘
0 

,
,

守

護

地

頭

の

：任
.

を
一
期
.
R

i

4̂
る
を
通 

就>
0’

す
る
け
れ
と
ダ
こ
れ
ダ
任
命
な
る
外
的
表
出
に
狗 

泥
じ
せ
の
大
し
お
價
値
あ
る
譯
や
な
い
。
こV
や
样 

武
家
.の

勃

與

骑

代

ょ

'
^
の

史

料

ど

の

ぶ

る

，こ

と

、
.す

み 

鎌

倉

時

代

と

は

武

家

勝

代

な

る

異

^
^
と

し

て

ほ

ん

の

說 

明
の
便
宜
に
用
ゐ
る
ま
で
：サ
あ
る
か
ら
字
甸
に
一
は
拘
泥 

し
な
い
つ
"

で
あ
る
。

古

車

談

、
 

,

.編
纂
の
年
代
は
不
明
で.あ
る
け
れ
と
北
條
蹄
政
稻
毛'
. 

入
道
重
成
及
W

行
法
師
の
白
妹
に
於
け.る

崇

德

上

皇

の

.
， 

御
陵
詣
や
の
記
事
は
最
近
の‘
デ
の
-J

な
つ
て
、わ
る
ら
じ 

S

 

ら
三
代
將
軍
實
朝
頃
、

(
r
1

‘九
六—

一

ニ
.；！
九)

.、
 

の
ダ
の
と
みV

大
過
な
か
ふ
ぅ
。
此
書
の
性
賈
は
古
令. 

物
語
系
続
の
ダ
の
ゃ
敎
訓
的
の
逸
話
を
集
め
お

7
5
P

の
や
、
 

あ
る
、
ら
r
‘般
史
に
於
て
す
ら-從
取
頗
る
經
視
せ
ら：
^

. 

七
六IT 

.

★

倾
が
あ
る
、.況
ん
：や
經
濟
史
料
と
し
て
は
何
等の
廣 

..値
な
し
と
嚴
み
，ら
れ
な
か.つ
せIP'.

の
で
あ
る
。
；國
足
生 

活
は
&

年
體
の
六
®

系
統
或
は
鏡
織
の
ぁ
の
に§

 

て
わ
/る
こ
と
.
は
極
めV

少
な
く

却
つ
て
今
昔
物
語
な 

と
平
安
朝
碑
梵
に
最
？
大
切
な
る
だ
の
や
あ
る
が
赚
倉 

時
代
に
は
吾
衆
鏡
あ
つ
て
武
家
生
を
詳
述
し
て
わ
る 

が
そ
れ
や
？
不
充
分.の
謝
は
少
く
は
なS

、
古
事
談
は 

或
る
K

に
於
て
此
缺
點
を
柳
ぅ
て
わ
る
。
殊
に
傳
說
な 

と
を
風
開
に
よ
つ
て
記
す
る
に
止
ら
卞
小
右
記
將

I
I

記 

な
"
 ̂
ニ1

等
の
史
料
を
を
の
ま
、
に
拔
萃
せ
る
所
あ 

6
へ
A

的
記
事
に
つ
い
て
ダ
正
.確
なS
は
あ
る
。
功
ポ 

話
☆

逸
話
な
と
誤
譲
を
傳
ふX

き
性
質
の
％
の
も
あ
る 

け
れ
と
ダ
地
方
制
庚
殊
に
莊
蘭
灰
公
卿
及
武
家
の
關
係 

等
封
建
研
梵
に
は
缺
く
ベ
わ
ら
ざ
る
記
事,,

P

少
く
なS

,
 

か
ら
次
下
に
之
を
述
べ
よ
ぅ
。

.
後
三
條
院
令
事
碌
約®

之
間
。
御

扇

露

ニ

テ

、
踏 

ヲ

塗

テ

#
:
^
,
給

ケ

宇
治
殿
建
立
举
等
院
。
宇
膝
邊
多
寺®
 

ニ
被4；：

入
云

14；

i

後
三
條
院
此
事
。
爭

漆

n

ザ
ル
事
有
哉
ト
テ
。 

遣
官
使
可
檢
注
之
由
被
仰
下
.
ヶ

リ

.
。

宇

治

殿

聞

食

其
 

由
。
平
等
院
大

g
!

前
ニ
錦
平
張
ナ
ド
打
テ
。
輔
V

儲 

ド
モ
用
意
シ
チ0

嫩
待
官
便
。
®

成
恐
不
參
向
。

止

舉

云

々
-9 

,,

平
安
朝
未
期
や
は
公
卿
の
路
蘭
ほ
漸
く
多
く
な
-
遂 

^

は
此
等
®

蘭
を
氣
儘
に
處
分
しt
e好
例
や
あ
る
。
其 

ま
後
三
條
天
皇
は
藤
原
氏
ひ
莊
蘭
に
對
す
る
處
分
は
と 

4

種
ま
や
行
は
れ
お
か
に
つ

S

て
.ホ
學
者
の
識
瑜
t

 

所
力
あ
，る
け
れ
と
な
ぜ
題
以
外
にS

る
恐
あ
る
か
ら

之 

を

る

。
經

濟

史

上

ょ

-
^
は

倩

侶

が

文

明

指

導

者

や 

あ
6

。
經
濟
上
の
活
動
の
先
覺
や
あ
る
な
と
め
腕
梵
よ 

寺
旗
の
碑
梵
は
最‘ダ
大
切
'
^あ
る
-
日
本
經
濟
上 

寺
院
は
重
要
な
る
地
位
を
占
め
.て
わ
る
は
今
更
誰
く
ま 

で
ダ
な
い
。
昔
-版
雞
藥
と
共
に
寺
謝
の
寄
進
は
附
物
や 

f

o

偕
侶
の
生
话
の
蓉
疑
や
あ
つ
お
證
據
や
あ6
b 

ま

お

藤

原

處

の

榮

華

な

ど

漠

お

.る

槪

念

よ

上

め

例

な
 

と
&
藤
原
成
の
戴
力
をI

面
よ
'

證̂
し
て
ゐ
る
：の
や
あ

る

雜

錄

.

鋼
贊
都
司
之
許
。
賤
流
浪
法
師

一
人
出
被
仕
ヶI
 

斯
草
飼
馬
經
兩
三
年
之
間
。
郎

司

國

勘

被

追
 

却
國
ホ
，。‘綠
者
境
界
集S

。

悲
嗔
無
比
類
。
相
傳
之 

所
演
從
者
モ
有
其
數
。
想

4
;;

讓
デ
赴
人
國
事
實
不
可 

0

0

妻
子
春
族
悲
哀
撒
泣
。

下
略

(

第
三
卷
，

)
,
 

宗
形
宫
内
卿
入
道
師
綱
。
：
陵
奥
守
ニ
チ
下
向
肺

。

M
 

.

衝
押
®

一
 

國
如
無
國
咸
。
仍
奏
開
此
事
由
#
下
宣
旨 

擬
檢
注
B

中
公
旧
之
處
。
忍
郡
者
基
衡
纖
于
先
々
不 

入
闘
使
。
而
今
廣
任
宣
旨
擬
檢
注
之
間
。
甚
衡
件
部 

地
頭
大
庄
司
季
春

<

ロ
心
テ
御2

。
，
.國

司

猶

帶

宣

き

推
 

入
之
間
放
矢
及
合
戦
了
。

と
宣
旨
帶
び
せ
國
司U

抵
抗
し
お
と
て
大
事
件
と
な 

フ
お
が
季
春
は1

人
や
貴
任
を
A

ひ
所
罰
を
ぅ
く
るii 

き
ま
つ
お
が
主
人
某
：衡
は
其
家
來
の
季
き
の
殺
さ
る
、 

を
惜
み
何
と
穩
便
に
取
針
ら
ふi
苦
心
し
0(

第
五
卷)

、
再
三
遣
妻
女
於
國
司
館
乞
請
サ
セ
ヶ
リ
。
其
請
料
物 

凡
不
可
勝
計
。
沙
金
：，‘一

,

萬
兩
云
々
。
守
不
耽
之
遂

七
六
五
. 

,

ui



u

離 

錄 

.

舉
云

o々 

ニ：
.

|國
司
都
司
は
令
は
於
て
其
職
掌
な
ど}:
^確̂
に
規
定
し
<
 

て
あ
る
け
れ
.と
實
際
始
餘
@

異
つ
て
わ
る
。
殊
に
郡
司 

に
つ
い
て
は
平
安
朝
の
記
織
は
極
み

V

乏
し
s

i

云
は 

ね

は

な

ふ

ぬ

平

安

朝

，の

末

期

に

は

其

有

無

す

ら

膨

城

る 

る
位
だ
だ
银
賀
郡
薄M.
關
す
る
ポ
の
は
餘
程
珍
ら
し

S

.
 

ズ

の

カ

元

來

都

司

は

世

襲

と

規

定

さ

れ

，お

*事1^,

あ
.
る4

.

 

ら
土
着
と
云
ネ
鹏U

於
て
豪
族
を
生
み
封
建
制
の
發
達 

.
に
重
大
な
る
關
係
を
有
せ
ね
ぱ
，な
ら
め
、

S

之
を
®
明
ず 

錄
は
殆
ん
と
殘
ズ
を
らf
e

o义

を

正

僮

に

.腐
す 

'
る
な
ら
ぱ
都
司
は
私
腐
を
有
す
べ
き
害
の
者^^な
い
？

-

 

然
る
に
此
記
事
相
傳
之
所
®
從
者
ダ
有
其
數
と
相
專 

就
旗
と
は
宫
地
と
云
：ふ
よ6

此
游
代
や
は
寧
ろ
郡
，司
の 

所
旗
と
見
る
が
截
當
や
あ
ら
、
.フ
。
何
i

な
：

4

ぱ
從
者
i 

は
郎
等
の
意
セ
あ
つ
て
耕
奴
など
よ

-
=
^
發

達

を

し

お

主
 

從

關

係

があ
i

更

に

膨

級

制

と

な
-:Tso "

遂

に

封

建

制
 

を形造る一例やあポある

。

"
.
;
.\ 

某

衡

以

下

の

國

司

都

司

に

關

ず

み

ダ

の

〜

こ
.れ

V

 

'
.七
*

K

 
六
' 

,

V

種
類
の
ダ
の
や
.あ
み
。
，此
事
件
は
年
代
を
缺
く
か
ら

y

 

確
に
知
る
こ
と
能
は
き
れ
と
ダ
奥
州
藤
原
系
圓
ぉ
#
略 

す

^
.M

、

 

.

經
清
I

淸
衡
I

基
衝
I

秀
衝
0 

，經
售
は
W

曆
千
0

六
十
年
頃
死
し
。
秀
衡
は
千
百H
 

十

七

年

，
に

生

れ

千

百

八

十

九

年

に

死

ん

^
^ぬ
る
れ
，ら
甚 

衝
生
存
期
は
秀
衡
の
生
れ
年
千
百H
十
七
年
頃
の
生
存 

は
誤
なS

所
や
あ
る
0
. rr;、

ル
ぱ
武
家
保
元
の
亂
の
十
年 

以
前
の
出
來
事
-
^
•み

ね

ば

な

ら

ぬ

、
。

此

頃

に

な

れ

ぱ

國
 

司
の
.威
力
は
極
めW

撒
く
奥
州
藤
原
な
と
は
豪
族i
 

し
て
實
際
上
の
奥
州
の
ま
酣
者
や
あ6

。

郡
地
刺
へ
大
生 

司
季
春
な
ど
t
t部

下

や

あ
： "

お
の
や
あ
る
。
地
頭
大 

'
司
と
重
ぜ
な
る
異
な
を
ニ
職
ポ
を
撤
立
レ
ズ
，ゐ
る
は
何 

の
爲
め
や
.あ
る
か
。
地
頭
は
賴
朝
は
新
に
糧

S

お
如
く 

解
す
る
の
は
誤
6

や
平
安
朝
に
は
旣
：に
存
し
て
あ
つ
た 

の
で
，寧
る
賴
朝
は
全
國j

般
に
之
れ
を
®S

お
i
す
ぺ 

き
‘で
あ
る
。
：庄
司
と
は
^

置
く
役
人
の
總
稱
や
あ 

る
が
其
賞
極
め
て
暖
昧
の
ダ
の
で
嵐
山
莊
司i
、£
佐
廣

f -3

き!;

V v

：

レ
■Vi

iIp

I

I

A

141

庄
司
i

♦

記
鎌
に
《
見
え
て
力
る
が
此
蹄
代
に
は
地
頭 

は
新
し
い
名
で
あ6

。
f
f
i司
は
寧
ろ
俗
稱
で
み
ウ
セ
ら 

し

解

せ

ら

る

。‘，鬼
角
§

の
碑
衆
に
は
大
切
な
る 

を
の
で
t

o

奥
州
藤
原
ほ
が
地
頭
を
$
酣
し
お
は
實 

際
の
主
從
關
係
や
あ6

。
國

郡

司

は

從

ネ

べ

き

官 

制
と
實
際
主
從.關

係

义

の

，
衝

突

を

意

味

ず

る

ズ

の

で

武 

家

孰

典

の

過

度

期

，の

出

來

事

i

見

るg

正
，當

で

あ

る

ぐ

.
： 

奥
州
藤
原
楊
の
富
源
は
令
更
云
ふ
追
ダ
な
く
當
ま
那
渡 

航
者U

給
を
金
百
雨
は
標
準
で
あ
つ
お
ら
し
い
.が

.

j
‘
.寸

，
 

し
お
事
に
ダ一

萬
雨
の
M

路
と
は
當
蹄
で
は
大
し
て
ネ 

の

や

あ

る

。

某

衡

妾

某

は

奥

州

の

金

寶

を

山

，の

如

く

積 

み
京
都
の
貧
乏
公
卿i
結
婚
し
お
な
ど
は
.正
確
な
る
印 

記
ち
あ
る
か
ら
此
記
事
，强
ち
信
卞
る
.に
足
ら
す
ぇ
は

云
は
れ
なS

力
.
-

.
‘

ン

ニ

' 

.

六
瓶
修
理
大
夫
厥
季
卿
與s

i

光

相

霞

値

。
：. 

白
河
法
皇i

荷

無

御

成

敗

。
：

中

表

媒

之

間

。
：

,

:
.或
'日
只i

人
紙
侯
御
前
。
，被
仰
云
。
波
義
光
之^不
審
，

.

事
☆

何
。
其M

候
力
相
論
之
银
で.，何輩

}}i

我
道
！
ト

:..
 

\ 

' 
、

織

'

,

‘錄 

，

.
，
思
事
候
へ
.
ド
や
。
至
此
事
者
。
理

非

顯

然

渡

ま

斷.

之

條

無

術

事

，
候
也
ま
々
。
文

被

：

.仰
云
。
：f
f

i

§̂
o 

-

汝
'
ハ
.亂
：無

件/

1

所
。
全
不
可
事
闕
。
彼
メ
只，j 

'
所
S

命
之
由
間
食
：シ.之
。
任
，道
理
☆

裁
許
，者
。
不

,

思
テ
®

豫
也
0
;
只
件
所
ヲ
避
テnr

カ
シ
ト
思也

：： 4,
0々 

爱
匠
作
及
零
涙
。®

ま

テ

，退

出

之

後

。
：
招

義

光

输

0

 

.

歸

云

。.彼

注

事

。
.
倩

思

給

，ニ
，
。
；
某

'ノ
义

生

キ

少

；
^
寺 

■
 

S
0
O
.
貴

殿

ン

I

所

被

憑r

T

不

滅

ニ‘
侍
.レ

メ 

,

欲

奉

避

也

：
ト

ザ

。
不

日

書

避

.文
。
取
具
制
!
^
與
義
光 

了
。3

略
一
兩
年
，
之

後

。

匠

作

自

鳥

淑

總

入

夜

退

出

。

I

無
供
人
。
纏
離
色
兩
ニ

i

人

也
>。：§

作
道
之
程〕

-
^
0 

甲
之
武
士
尊
五
六®
翁

。
在
卑
之
前
後U
:不
堪
W

長 

之
情
。.以
雜
色
❖

暴
f

處
。
武
士
等
云
。
入
夜
無，
.
 

御
供
人
御
：i

。
仍
自
刑
部
丞
殿
。i

送
所
以
進
-
 

也
云
：々

。
：.
：

(

第

，，

I:

養

.

/

.

刑
部
1
^
1義
光
i

は
有
名
な
る
源
義
家
の
弟
新
#
義
光 

の

こ

£

や
ぁ
る0
後
！

!1

年
の
，役
は
千

0

十
七
年
に
結
末

■ 

.

.
七
ネ
七

-■

i '



：li

t

' 

雑

，
.

絡
'

.

.

.

.■

I

は
つs
お
か
ら 
i

の
出
來
事
は
此
等
の
事
の
前
後
と
推 

量
-
^
る̂
よ
6

外
ほ
¥

5

-

0武
家
と
云
ぺ
ぱ
多
く
の
虫
蘭 

を
有
し
多
數
の
郎
等
を
菩

I

 

#
だ
'勢
力
.あ
る
者
i

思
：

a
,

 

れ
て
ゎ
.か
。
此
.記
事
に
'よ
れ
ぱ
義
光
所
有
の
§

は
お 

^

1

簡
所
の
み
と
見
え
極
め
て
貧
乏
ら
し
く
！！̂

ゆ
る
の 

ポ
斌
士
と
か
^
^
タ
る
槪
念
の
下
に
說
明
さ
れ

.て
ね
，る 

' 

の如き：

だま分やな

S,

好
例
'
、̂
あ
る
0
,
前 

九
ギ
の
役
ず
ら
ダ
頼
義
は
寧
俄
豫
，の

W

.司
セ
ら
む
乙
ふ 

，を
切
望
し
て
ぬ
る
義
家
時
代
ダ
亦
國
司
に
重
き
を
わ
い 

て
ゐ
る
0

前
後
十.！

一
 

年
ゆ
役
なAJ

?

單

な

ん

や

な
 

く

!

面
奥
州
國
司
お
る
は
臺
鶴
總
督
の
土
蕃
征
伐
の
如 

く
屯
田
膊
懇
な
ど
政
’治
經
濟
上
の
意
味
？
み
る
の
で
：義

'

‘

家
は
後I 
ニ
年
役
に
私
鬪i
朝
廷
ょ
ら
見
做
さ
れ
私
物
を 

以
ズ
將
±
を
賞
し
おi

1

般
に
信
せ
も
れ
て
あ
る
が
こ 

の
.大

戰

爭

め

.，費

用

に

加

ふ

る

に

多

べ

の

戰

士

の

賞

與

の

：
 

敗
源
な
と
に
.1

向
疑
；

5

を
狹
t

ぬ
が
我
.史
界
の
現
狀
で 

あ
る
。

.さ
れ
ぱ
國
司
せ
，る
收
入
の
外
武
家
お
る
？
の
、
，
 

收
入
は
全
く
不
明
や.こ
の
將
梵
に
癒
切
な
る
答
へf
t少

七
六
八

し
？
與
へ
ら
れ
，て
ね
なs
o

所
が
吾M

に
不
思
離
の
’
 

記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
前
丸
年
の
役
の
賞i

し
て
鎮
義 

ぱ
關
東
に̂l

^
s
"
j

筒
所
朝
延
よ67

$
p
\
r
v

つ
お
と
.の
こ
と 

や
あ
'
.る
。
.
.平
安
朝
の
末
期
の
日
記
に
よ
れ
ぱ
藤
原
ほ
.の 

• 

®

天
下i

i
S

ち
て
新
に
§

を
た
て
お
く
1^̂
立
維
の 

地
な
し
i

o

:此
頃
は
養
家
な
と
の
存
在i

略
骑
を
同
b 

.ぅ
しV

ぬ
，る
。..5

^

れ

ぱ

威

士

は

：少

く

と

な

表

面

の
 

所
有
者
や
な5

,

つ
.

^
の
や
あ
る
。
然
ら
ぱ
如
何
な
る
手 

段
1
=
^
^

つ

よ

6

收
入
を
得
お
に
つ
い
て
多
少 

S

分
，の
放®

あ
る
け
れ
と
t

の
重
大
事
件
に
#
す
る 

從
浓
の
拼
究
は
養S

千
萬
の
ダ
の
で
あ
る
を
こ
と
わ
つ 

て
か

く
9

績
義
す
^
^賞
與
と
し
て
の
®

は
極
め
て
‘少 

なS

者
と
す
れ
ぱ
ニ
男
の
義
光
は

一
P

所
の
.
§

よ
6
 

所
有
せ
ホ
と
の
記
事
％
根
據
な

S

譯
や
ダ
な
い
。
傳
說 

的

の

記

，事

：や

お

る

け

れ

ど

却

^
ズ
吾

妻

.鏡

の

記

事

と

附 

合
ず
る
ダ
不
思
議
や
あ
る
。
然
る
に
顯
季
は
供
人
《
少 

く
な
：

S

の
.

1=^

却
っV

義
光
は
京
都
f
c多
數
の
郁
等
を
養 

ラ
て
：ね
ぐ
。‘，
經

濟

上

よ6

見

る
i

§

ウ

ズ

反

對

の
I
f e

琪
象
ど
生
ダ
る
寄
觀
を
嘉
じ' て
；

>
w

る
：̂
^ル
と
ぢ
公
.得
と 

武
家
の
研
究
は
到
底g

錄：一

細

張

-
^
や

は

不

可

能

に

終 

る

な

^い
。
け
ル
ど

ダ

武

家

の

所

傾

M

關

す 

る
.記

事

は

當

特

の

：記

#

に

輪

少

や

あ

：る

か

ら

此

記

事

だ 

.
重
要
力
み
る
。|
券
契
と
：̂
^

^
に
ー‘つS

て
證
券
や
歡
特 

’
驗
券
，
と〜

i

K

:

&れV
'

ぬ
る
。

.

r
 

>
 

.

.
水
.保

元

年

六

ガ

九

日

银

僧

徒

11,1

弁

寺

燒

。
，
其

日
 

記
云
.。
御
顿
+

M

筒
所
。
‘堂
院
七
十
丸
所
。
塔n
i

.

.
鏡
機
六
.所
。
經
纖
十
五
所
。
神
社
四.所

：。
僧

房

六

百

，

• 

ニ

千： 1‘

所

。.舍

崖，一

千

四

百

李

H
I

字
‘
.

,

.

.前
遮
の
.寺
腐
i

連

：關

じ

W
..

平
安
朝
寺
院
の
規
模
が
如 

何
に
®

ホ
や
あ
つ
お
：か
セ
窺
は
れ9

同
#
に
其
普
た
る 

き
'僧
侶
め
數
多
か
お
こ‘と
，ダ

想

像

：ま

れ

る

。
豪

ま

寺 

'
院
i

の
，碑
究
沙
必
要
は
こ
れ.で

わ

か

る

。

：

.
，
 

自
京
方
修
行
束
國
之
僧
。
武
藏
國
'ニ
落
留
デ
法
華
經 

ナ
ド
游
★

讀
デ
ア
ッ
ヶ
ル
.ガ
0
,國
人
ト
鐵
六
ヲ
ぜ
閱9 

'，ぅ
多
資IK

身f
N

サ
ぺW

ー

ア

菊

：
膝
男
奥
へ
將
入
チ

馬
ニ
#

ト
>
 
ヶ
：.
.ル
ヲ
。
熊
谷
/
入
道
が
，ヒ‘5,:.

も
テ
キ
：

，雜 '

錄

ダ
ルi

-
t

審
修
/

偕
徒g
之
。
不
便
ノ
事
也
ト
デ
谷 

布
ヲ
ー
出
合
チ
：

|
g

留
ト
シ
：ヶ
レ
パ
。
此
臂.や
说
\

0
 

^
 

レ
>男
モ
此
三
百
‘段
雖
可
被
請
替
0
.上
人
奉
發
憐
離5

令
講 

.

留
ト
シ
.
ヶ：：

レV
?

半
分
ヲ
>
 

不

可

取

。

今

百

五

十

段 

'ヲ

船

：
へ
‘ 

9
.可

泰

免

也

，
云
，
ヶ

レ

•ハ
。
念

佛

卷

輩
*4̂

 g

妙
'
 

,

也

ト

チ

已

欲

請

出

之

，
間

。

念
佛
輩
云
，々

P

爱

思

.
ヲ
思 

知
テ
0

自
今
以
後
冗
爲
專
修
也
云
々
。‘爱

此

智
K

O
 

縦
馬
ノ
直
ト
ナ
リ
テ
繩
ッ
ラ
ッ
キ
テ
奥
へ
卜 

，
モ
。
泰
讓
法
華
經
；
1

向
專
修
ニ
. r

不
可
入
ト1

ァ
啼
泣) 

依
之
.
.念
佛
之
輩
。
然
者
不
能
請出

ト

テ
忽
，
.
"

》

分
散
ス
0
,
 

仍
被
：̂

以
追
立
入
陸
奥
方f
t
!
K々
。

：

人
身
實
賈
の
中
ダ
行：
^
 

之
れ
に
對
す
る
#

府
の
‘
 

禁
☆

は
媳
i

出

る

け

其

效

力

は

微

女

る
.ダ
の
：
 

ら

い
。
賭
傅
は
平
安
朝i,!

於
て
盛
ん
.や
あ
り
。
傳
徒 

に

じ

て

京

の

.中

央

に

肩

住

美

酒

に

醉

；

3

美
食
ゆ
飽
く
の 

徒
あ
つ
お
事
本
朝
女
粹
な
と
に
明
か
ゼ
あ6

。
又
京 

都
市
中
に
高
利
資
の
業
をs

i

な； §

る

ダ

の

あ

る

な

：ど

'
 

分
業
發
達
の
研
究
上
見
？

%

か
.ら
さ
る
ダ
の
.や
；あ
る

.

.

七
六
九

：;■



か
此
記
事
は
禅
す.の
..か
け
ダ
，の
：
..に
.人
身
を
.か
け
，̂す
ど

.

-

頗
る
興
味
を
引
く
の
やly

ア
ナ
ヤ
シ
ト
オ
ズ
グ
エ
ニ
ス 

の
.
シ
ヤ
ィ
：：
ッ
ク
を
想
像
せ
し
め
る
タ
の
ド
あ
る
。
人 

0

1

人
を
ニ
ー
百
段
に
见
積
つ
お
な
ど
頗
る
振
つ
た
ダ
の 

‘だ
三
百
段
は
恐
く
布
ゃ
の
許
算
だ
ら
ぅ
。
王
朝
以
来
の 

奴

婢

は

漸

々

，少

ズ

な

つ

#

や
ラ
だ
樊n

l
#

代

に

：は

奴

辨 

に

關

ず

る

文

書

？

殘

，つ
V

ね
る
。：.文

章
.の
文
.甸

よ

ろ

察

，
 

す
れ
ぱ
此
人
身
ゆ
自
由
を
任
：せ.女
截〜

馬
と
交
替
す
る
‘
 

ら
しS

而
しV

賀
ウ
た
男
ほ奴

！
！

と
しV

便
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上

に

あ

6

。

而

，し

て

廣
 

.

制

，よ'
^
.す

れ

ぱ

：

r

國

司

の

入

部t
ダ

頭

上

.ら
な

い
こ
1
C

ポ
す
華
談
，
^
 S

あ
..る
，̂

て
.あ
る
。ノ
而
し
て
，.比

^
^
原

を 

I

ゆ
下
'に
は
都
司
庄
'司
な
と
の
あ
？^
こ
i

ぱ
到
镇
宫
W

よ 

解

す

ベ4

ら
；

&

る
.
こ
-V.

や
豪
族
則
ち
就
建
制
の§

 

の
御
究
の
從
来
發
達
せ
ら
れ
お
ダの
は
寧
る
作
者
の
想 

像
に
任
せ
お
假
か
あ
る
。
躯
長
の
自
記
に
よ
れ
ぱ
彼
は 

奥
州
に
&
ヶ
所
注
蘭
を
有
し
て
屈6

之
を
®

ふ
‘ぶ
の
は
，

'

某

衡

な

-
^
と

せ

ぱ

甚

衡

こ

の

ニ

 

一£

の

庄

司i

見

ね

ぱ

：
 

な

ら

；

S

 

0
而

し

て

，庄

蘭

ゆ

所

有

者

お

る

本

所

の

賴

長

i 

庄

衝

i

の
京
都Jd

細

ひ
，、な
き
年
貫
高
を
播
す
こ：
i 

に
雨
者
の
意
見
の
拖
纖
あ
缸
し
お
の
や
あ
つ
て
高
鞍
牢 

の
'如
き
：年
す
雨
に.沛y

:

百
段
な
6

し
を
急
顿
に
‘金
；九
十

: 

.

,

- 

‘ 
七
七1

T

へ

兩
布
千
度
-VJ

n
r

藤
ぼ
}
^嚼
の
潘
徵
を
强
；

5

お
の
セ
欲
石 

の
S

衡
ぢ
餘
6

,
に
急
激
な
の
，や
：
觀
を
針
ら
ん
と
し、

y

 

,

の
.
や
あ
る
。

れ
と
ぷ
藤
原
の
當
豪
お
る
は
天
下
隱

4

 

の
なS

こ
と
や1

都
局
の
'
,爲

め

の

贿

學

ら1

萬
兩
を
.

の
！̂
擔
に
耐
ぺ
得
め
理
☆
は
な 

S

、

お
颇
嚴
の
如
き
頭
職
の
明
服
な
る
學
同
は
其
臣 

下
の
侍
お
下
向
せ’
し
あ
.實
際S

3
^

聞

し

お

こ

と

な

、̂

ぱ

必
 

や

無

法

の

徵

收

を

强

，； 5

お
カ
ぢ
み
る
ま
s
o
. 

Sす
化 

衡
の
從
ま
の
牧
入
タ
る
？
の
は
甚
衝
自
身
の
請
求 

の
愈
く
假
6

:に
ニ
倍
の
贈
高
と
す
る
ダ
從
ル
の
收
入
の 

大
な
6

し
.か
：は
察
セ
ら
れ
る
。
況
ん
や
五
倍
ダ
年
賞
を 

徵
收
し
て
だ
ょS

所
と
す
れ
ぱ
大
し
お7P

の
や
あ
る0 

さ
れ
M

蘭
の
所
有
蕃>5

^

ふ

本

所

ょ

-
^
ダ

之

を

預

る

ダ
 

の〜

方

は

數

倍

あ
6

i

想
像
す
る
，̂
大.1̂

な
か 

ら
ぅ
。
若
し
此
例
の/
•如
く
虫
を
預
る
？
の
庄
司
は
實
際 

武
士
や
，あ
る
な
ら
公
卿-
^
-武
家
.の

，關

係

は

明

瞭

に

な

る
 

譚

だ

。

お-
^な
4

ぱ

蕭

長

の

如

，き

大

势

カ

家

す

^
^
基

衝
 

に
働
し
て
分
減
力
は
な’S

、
況
ん
や
無
能
な
る
公
卿

.‘：̂

本
所
と
云
ふ
を
名
の
み
や
あ
つ

V

却e

 

る
武
の
方
は
收
多
ぐ
ゥ
而
し
て
其
勢
九
盛
か
，

に 

.
,至
れ
ぱ
い
ジ

の
間
に
，か.年
貴
を
出
-

3
^

ホ
に
な
-OV、

を
奪
；

3

取

己

の

旗

と

ず

る

の

あ

る

。
鳥
ル
}-̂
簾 

中
村
の
豪
族
な
ナ
虫
司
な
る
名
稱
の
殘
れ
る
は
全
く

 50 

の
理
由
や
武
家
の
勃
興
よ6
封
建
制
に
至
る
碑
究
と
し 

て
高
重
の
贞
料
で
あ
る
。

，奥
州
貢
金
.だ

亦

奥

州

在

住

の

豪

族

：の

牧

入

と

な

う

せ 

の

や

彼

源

義

家

は

後

.ニ

 j

年

役

陸

奥

，の

國

司

，と

し

て

此

地

， 

篇

在

せ

る

-̂
'き
朝
廷
へ
の
賞
金
を
五
六
年
軸
め
す
私 

.
し

れ

事

は

日

記

中

有

：記

に

見

え

て

ゐ

W
,
:

 

i
f

奥
の
黄
金 

は
沙
金
ゃ
あ
る
ら
し
く
今
昔#

S
i

に
ょ
れ
ぱ， 1

武
士
が 

騎
馬
に
て
.河
を
渡
る
i

き
鞭
を7

5
=

つ
ズ
沙
中
を
探
つ
セ

- 

奢

金

は

；

1

杯
つ
：

S

て
き
，た
-<J

O

平

安

朝

に

渡

唐

®

用 

.

の
：金

は

皆

奥

州
.の

產

タ

あ

：
つ
-お
の
だ
。
奥
州
藤
原
比
：の 

'

-

.富
豪
な
ッ
は
此
金
の
莫
ホ
な
る
産
地
に
あ
る
の
：

'
'
こ̂
の
.

新
開
懇
地
の
®

ほ
無
限
で
あ
つ
お
の
で
あ
る
。
而
み 

服 ' 

に

京

都

の

公

卿

の

吞

嚴

に

安

逸

を

貪

ぱ

る

督

惯

や

ら

..此

雜

錄

地
充
分
胜
敦
あ
挑
め#
s
>
.爽

な

ど

異

人

®

屈

住

の

撒 

地

ぶ

し.
X奥

州

藤

原

！：

^

を

全
.、
®

夷

足

族

の

：
子

孫

.で

ぁ 

如
く
信
.
、

(

此
頃
の
學
者
中
に
藤
原
成
は
暇
夷
の
子 

孫
な
6

と
の
漸
說
立
て
お
者
ダ
あ
る
け
れ
と
當
糖
の 

'

⑨
卿
日
記
は
職
朝
ず
ら
東
夷

-
V

罵
：

0
.

記
ず
る
育
な
化 

は

蓮

に

浮

囚

な

と

記

，織

：

f
®

張
に
、よ
る
文
字
過
度
の
宵 

信
に
つ
.

S

て
は
朱
だ
宠
分
將
究
の
餘
裕
あ
るi
斷
つ
て 

&
く j 

か
：經
營
の
如
き全
く
顾

‘み

な
か
つ
の
や
あ.る
0 

こ
，

4

に
比
す
る
-
^频
孰
は
擁
石
に
大
政
治
ま
や
あ
る0 

從
来
善
悪
の
道
德.標
準
を
以
てf

H

の
史
的
W

梵
法
i 

,
信

せ

：ら

れ

お

虎

家

は

®

は

奥

州

藤

原

成
/
,
.減
C

せ

し 

あ
.た

こ

と

に-つ
：
き

彼

藤

原

ほ

は

躯

朝

よ

ん

勘

當

を

ぅ

け

.

,お

義

經

を

.隱
，じ

お

る

を

M
^
.
u
c
し
ま
衡
ほ
義
經
の
首
を
送 

み

て
謝
罪
せ
る
だ
を
拘
ら
ま®

は
朝
廷
の
許
可
？
得
，
 

ざ

る
前
に
之.

W

尉

減

し

お

，事

を

以

て

§

.
の

不

道

德

を'
 

云

ネ

，者

？

あ

る

け

於

ど

ダ

全

く

政

治

i

云
：
ふ
？

の

を

&

 

せ

な
s
>わ

ら
'
^あ
.ふ

。§

は

藤

原

双

を

恐

；
^
セ

は

豪

， 

族

と

し

て

鎌

倉

の

遙

に

あ

る

計

ろ.力
'
,な
.

藤

:

七
あ
五
.

，-
'

'H



雜

、

錄
：

,

原
斑
の
京
赚
禽
へ0

货

金

肖

な

.の 

J-I

赞
あ

A

ポ
勢
力
を
得
‘ん
は
全
.く
其
當
源
に
あ
る
の 

や

乏

を

餅

減

，せ

ね

ぱ

實

際

上

天

下

統

一

は

®

難
や
あ
つ 

お
の
や
殊
に
露
を
G

ぱ
し
®

の
1

.

に
つ
い
て
の 

香
妻
鏡
の
記
.事
は
全
く
其
富
豪
の
互
大
な6
.
:し
を
記
ず
.
 

る
の
み
'
^あ

る

に

よ

つ
p 

る

。
.
颇

長

サ

庄

鐵
 

よ
6

金
を
徵
牧
せ
ん
；

」

す
る
理
由
ダ
t
 >

"
に
塞
く
の
や 

あ
る 

'

愚
營
®
 

' 

- 

.

.

I

我
阔
虎
の
麵
#
物
一
，
，頭

地

を

拔

け

る

？
^
の

明

治

太

正

. 

の
®

代

於

て

ダ

之a
,

比
す
べ
き
.な
き
世
界
に
誇
る 

ぺ
き
名
著
や
あ
る
。
こ
の
作
の
年
代
は
承
を

一

年
十
1
 

(

W

B

千
ニ
；白r

!
+
年

； }

に
擎
を
i
i
-
.め
、
K

に
後
三
年
.
 

資
應i

j

年
に
書
き
繼
'げ
る
ダ
の
、

^

ン
著
者
の
不
明
な 

る

は

減
'
^あ
る
。j

條
兼
-

M
の
機
談
治
要
に
慈
鎭
和 

尙
i

云
ふ
人
は
萬
の
事'は
；道
理
と
云
：ふ
，！

 f

の

文

字

に

<：

ふ 

ま
る
と
云
っ

て
を
る
の
は
室
町
蹄
代
に
慈
親
和
尙
と
言 

せ
ら
れ
ら
し
い

，
。

.け

れ

と

ダ

慈

载

の

：
^

と

す

れ

ぱ

此

七
七
六，
.
.

書t
i
r

に
§
己
の
本
名
を
第
二
 j

者
と
し
て
書
い‘V

あ
る
し 

又
天
台
旗
主
を
0

上
.の
A

i

れ
け
る
は
作
者®

身
の
膨
.
 

歷
i

矛
盾
す
と
の
事
ょ6

慈
鎭
和
尙
の
作
に
あ
ら
卞i 

信
卞
る
は
通
説
で
あ
る
。
作
者
は
勢
多
邊
に
屈
住
す
i 

ル
け
る
が
實
際
懇
觸
の
和
歌
の
前
書
な
を
見
る 

多
邊
に
住
し
お
®

ダ
あ
ろ
、
此
書
中
に
引
用
せ
る
日
記 

な

と

を

檢

ず

る

に

藤

原

：家

撒

密

の

ダ

の

や

他

人

は

到

S
 

持
も
出
す
能
はft；

る
N
i
.
iを
多
く
參
考
し
て
ね7
0
ハ
ら 

藤
原
家
に
緣
.の
近S

高
貴
の
人
た
.る
は
確
め
でg

論
は 

猛
.ダ
す
け
に
匿
名
.の
必
要
は
あ
つ
お
。
第
三
者
の
如
含 

擎
つ
ミ
無
理
な
ら
め
の
で
慈
親
な6

i

の
說
ダ
5
?̂
應 

こ
れ
だ
け
の
大
學
者
は一

寸
他
に
見
當 

ら
V

C
い
。
要
す
る
正
確
な
る
は
知6

難

含

或

は

‘盤 

鎭
な
ら
ん
i

の
.說
ダ
捨
'
つ

ぺ

き

なS

 

0 

.

.歷
A

哲
學
と
レ
て
厳
ミ
®
値
あ
る
ダ
の
で
あ
る
け
化 

と
ダ
經
濟
は
直
接
關
係
あ
る
や
な
い
か
ら
之
れ
を
播 

き
0

史
料
と
し
て
見
れ
ぱ
著
者
は
ま
の
あ
お6

自
己
の 

並
存
せ
し
蹄
代
を
目®

し
、，
殊
に
承
ス
！
 j

年
ょ
A

 j

十

m
m

55

年
溯
6
4
.
る̂
遮4J;

元
¥

頃
ま
'
^の
論
#

全

く

律

者

の

：實 

驗

や
>

€

6政

治
t

於

S

て

ネ

繁
遠
，

ダ

な

く。
"
'

 

京

鎌

倉

，の
'關

係
>
'殊

に

武{
§

興

よ
*
5
幕̂
府
創
立
に
至
、
 

る
ぎ
情
の
如
き
今
日
に
：於

S

‘て
こ
の
以
上
の
输
を
立V 

お
學
者
は
なS

と
.云
ぅ
て
よ
い
。
然
ダ
此
瑜
は
八
百 

前
：の
ダ
の
や
鶴
合
的
の
研
究
ザ暑
書
な
が
ら1

等
史
料 

の

償

値

が

あ

る

。

作

者

は

：日

記

，文

書

の

重

ん

#

べ

き

を 

論
じ
風
說
.ロ
傅
め
取
捨
す
ぺ
き
法
意
を
の
ベ
？
自
ら
鯽 

冥
f
c盟
リ
メ
て
を
の
ぶ
と
云
ふ
に
至
つ
て
は
ベ
ル
.‘ン
 

、ノ
 

I
ム
の
露
九
法
と
何
等
異
な
る
所
は
なs
o
.
保
元
平 

治
の
頃
よ
6

は
史
料
戈
止
確
t

自
己
の
實
驗
，

V

基
と
し 

お
事
な
れ
ぱ
主
と
し
てC

の
#

代
以
後
の
‘
}

確̂
な
るP

 

分
を
紹
介
す
る
つ.
-
^
-
^
や
あ
ふ
。

章

は

よ

み

く S

 

け

ル

セ

ダ

思

想

の

膝

つ

.て
ね
.る
箸
者
に
は
怪
し
む
に
足 

ら
ヤ
C
る
事
'
^み
る
。

>

'

延
の
記
錄
所
と
て
始
て
置
れ

お
-:>

け
る
は
諸
國
七 

;

道

：ゆ

所

觸

の

宣

替

官

符

？

な

メ

V
-

公

旧

を

か.す

む

，る
、 

事
：！

夭

四

海

の

厄

害

な

り

i

き

こ

し

め

し

つ

め

て

m

絡

有
け
る
は
、.す
な
は
も
宇
治
殿
の
蹄
一.
の
所
の
®
腐 

ケ
々
と
の
み
云
て
虫
蘭
®
画
に
み
ち
て
受
冗
の
ゥ
と 

め
お
へ
が
お
し
な〜

云
.を

開

食

ダ

ち

け

る

に
C 

そ
、
さ
て
宣iM

を
下r

o

れ
て
睹
人
旗
知
の
庄
蘭
の
文 

書
を
；

§

ま
れ
：
る
に
、
中
略‘

み
お
に
御
ま
度
相
違
の♦

に
.て
む
こ
に
.御
案
有
て
別 

に
宣
旨
下
さ
れV

こ
の
記
錄
所
へ
灾
書
と
ダ
召
な 

i

に
は
前
大
相
嫩
の
旗
を
ぱ
除
と
云
ふ
宣
下
有
て
つ 

や
-

御
沙
沈
：な
か6

け
.CS、

こ
の
御
さ
お
を
ぱ 

S

み
し
き
事
哉
と
こ
そ
此
の
中
に 

，さ
て
！̂
當
時
氏
の
：

ilR

者
に
て
は
大
！

一

條
殿
か
は
し
召 

け
る
に
延
ダ
の
比
思
寺
谓
國
司
と
相
晴
の
事
有
け
る 

に

大

事

に

及

，
て

御

前

，
に

.て

定

め

の

有

け

る

國

司

中

が
 

お
お
裁
許
ぁ
ら
ん
と
す
る
れ
ぱ
長
者
の
身
面
目
ぅ 

し
な
ふ
上
にS

慮
叉
は
か
6

が
お
し
、
お
か
廣
斷
と 

^

へ

し

伏

て
M

の
告
を
ま
つ
i

て
す
な
は
ち
駆
を 

.立
れ
に
け
-
^
、
藤
の
公
卿
舌
を
ま
きn

を
i

サ
て 

f

o
 

(

第
四
卷)

：ゾ

‘

. 

.

.

.
七

七

七
,

.
;

ほご
jfl

I!

II
I



I

' 

難
.

：

錄-

.

.

.
' 

r

延《
は
千
Q

六
+
丸
年
で
作
者
蹄
代
ょ6
は
ぜ
年
餘 

照
つ
て
ぬ
る
け
れ
と
朝
廷
編
纂
の
闘
史
の
な

S

當
特 

ホ
れ
ば1

4
確

な

ふ

史

料

本

書

に

よ

る

よ

ら‘
 

外
：̂
な
，

S
、

當
游
公
卿
の
日
記
：；
^
^な

S

で

は

な

レ

けj

 

ル
と
後1.1j

條

皇

追

さ

れ

て

ぬ

お

故

日

記

に

，記

しI 

、

わ
なS

從
；̂
の
®

は

欧

糊

摩

を

主
i

し

て

ゐ' \ 

るS

本

書

經

濟

上

ん

，
-CN

後
三
條
天
皇
の
御
改#

ん

論

I 

及
し
て
ぬ
‘る
メ
藤
原
共
の.新
立
，庄
蘭
が
天
下
に
充
滿
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司
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蘭
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古
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；
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る.
^
§

よ
6

論
b

お

古

今

の

成

敗

に

，
鑑

み

る
 

な

ど

善

惡

の

批

評

A
 #

な

ど

；
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史
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迷
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濟
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史
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司
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が
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藤
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條
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を
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仲
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。

こ
の
後
E
條
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さ
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古
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節
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；.北

條

四

郎

蹄

政

是
 

尊
を
具
t

て
東Mi

l

を

ぅ

ち.従
へ
'
.
.ん
と
し
け
る
程
に！ ̂
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司
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司
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條
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右
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に
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蘭
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激
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嫌
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藤
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